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規格書を作成いただく上で、各種法令対応、よくある質問、
作成時の注意点をまとめた取扱説明書になります。
初めて規格書を作成する方、これまで規格書を作成したことのある方に
も、製造している商品の表示に関するルールをご理解いただき、規格書
作成に役立てていただきたいという思いで作成しています。

ディスクリプションとは
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目的

メーカー自社管理機能の全体像

ディスクリプションの目的

規格書の提出が増えると、それに伴い、問い合わせとその対
応も増えていく傾向にあります。

～提出先から“規格書内容が関連法規に従ったものでないの
では”と問い合わせを受けることがある～
～修正したいが、何の情報が不足しているのか、また関連法
規の何をどう見ればよいのか分からない～

こうした規格書提出に関する一連の業務に対し、
必要な情報を整理したものがディスクリプションです。
・食品表示基準に従った規格書として、「何を」「どこに」「どの
ように」入力すればよいのかが分かる
・入力にあたり参照が必要となる関連法規（例：食品表示
基準“別表第四”等）を特定できる
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当社の商品ごとの「規格書」を、
規格書マスタから登録します。

社内ルール

テキスト

テキスト
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原材料マスタは、当社でいうところの
「原材料規格書」にあたります。

社内ルール

テキスト

テキスト

テキスト

テキスト

テキスト
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規格書作成・運用フロー

●
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…BtoBプラットフォーム規格書
で対応

●
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よくある質問

【1】 規格書の情報はなるべく開示したくない。
関係法令への適合性確認や、事故時の早急な対応のためにも、
必要となる情報の開示が望まれています。

【2】 原料メーカーが配合率を開示してくれません。
食品表示作成時の重量順計算等のために必要であると、使用の目的と開示の必要性をあ
わせて説明してください。

【3】 関連規則の調べ方が分からない。
各省庁のホームページ（コラム「関連規則名とURL一覧表」）より、対象となる基準を検索
して調べてください。
ディスクリプションには、テーマごとに関連規則（例：食品表示基準等）が記載されています。

【4】 関連規則はみつかるが、その文書の中のどこを見ればよいのか分からない。
ブラウザの検索（Ctrl+F）機能より、各ホームページからキーワードを指定して調べてください。
関連法令内やディスクリプション内で使用されている用語など、正式な用語をもって検索するこ
とがポイントです。
ディスクリプション内に記載の関連規則には、詳細（例：別表第四等）が付記されています。

【5】 操作方法が分からないので、時間がかかります。
インフォマートのカスタマーセンターに電話して操作方法を聞いた上で
期日までにご提出いただきますようご協力をお願いします。

株式会社インフォマート カスタマーサポートセンター
TEL：0120-935-235
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関連規則名とURL一覧表

消費者庁 「食品表示基準」
https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_act/
https://elaws.e-gov.go.jp/document?law_unique_id=427M60000002010_20200716_502M60000002052

消費者庁 「食品表示基準Ｑ＆Ａ」「食品表示基準について」
https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_act/

消費者庁 「栄養成分表示を表示される方へ」「食品表示法に基づく栄養成分表示のためのガイドライン」
https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/nutrient_declearation/business/

厚生労働省 「乳及び乳製品の成分規格等に関する省令」
https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc?dataId=78333000
https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=326M50000100052

経済産業省 「特定商品の販売に係る計量に関する政令」第５条
https://www.meti.go.jp/policy/economy/hyojun/techno_infra/14_gaiyou_ryoumoku.html
https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=405CO0000000249

国税庁「酒類の表示」
https://www.nta.go.jp/taxes/sake/hyoji/mokuji.htm

（社）全国公正取引協議会連合会 「公正取引協議会一覧表」
https://www.jfftc.org/rule_kiyaku/kiyaku_hyoji.html

厚生労働省 「食品添加物」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuten/index.html

厚生労働省 「食品 添加物等の規格基準」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000186592.html

【注意】URLは2021年12月現在のものです。
更新時に変更される場合があります。
見つからない場合は規則名より検索してください。
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簡易マニュアル

依頼確認から提出までの流れ ・・・・・・ P11

原材料マスタ ・・・・・・ P12

規格書検索・エクセル出力 ・・・・・・ P14

詳細マニュアルは「スタートガイド」からご確認ください。
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依頼確認から提出までの流れ

規格書提出先 当社
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BtoBプラットフォーム規格書
原材料マスタ機能

原材料マスタ
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BtoBプラットフォーム規格書
原材料マスタ機能
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BtoBプラットフォーム規格書
規格書検索・エクセル出力
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BtoBプラットフォーム規格書
エクセル出力
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ご利用ガイドにマニュアルに操作ガイドがあります。
それでも解決しないときはカスタマーセンターへ
お問い合わせください。

操作に困った時は？
マニュアルをチェック！
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規格書作成における注意点①

①栄養成分の分析単位は必ず「100gあたり」を選択してください。

「1個あたり」や「1食あたり」が選択されている場合は
再提出依頼になります。
※外食ではレシピの栄養成分を「100gあたり」で表示することが多いです。

②「熱量」「たんぱく質」「脂質」「炭水化物」「食塩相当量」は入力必須です。

小数点以下の入力方法について
エネルギー（ｋｃａｌ）：小数第１位を四捨五入
たんぱく質（ｇ）：小数第２位四捨五入
脂質（ｇ）：小数第２位四捨五入
炭水化物（ｇ）：小数第２位四捨五入
食塩相当量（ｇ）：小数第２位四捨五入
その他注意事項
『Ｔｒ（微量、トレース）』記載可能ですが、Ｔｒ以外の記号は使用は不可
小数点は【．】（ピリオド）を可とする、【，】（コンマ）は不可
数値は１つのみ、【０- 0.01】などの範囲表記は不可

栄養成分の分析単位は必ず「100g」で
入力してください。

注意事項

システム上では、熱量と食塩相当量が必須ですが、
たんぱく質や脂質、炭水化物も聞かれるケースが増えております。
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規格書作成における注意点②

原材料一般名／添加物物質名で「該当なし」を選択した場合は
原材料商品名／添加物商品名を必ず入力してください。
※商品名はブランド名や製品名ではなく、一般的な名称を記入してく
ださい。プロダクトネームの場合、誤認される可能性があります。
Ex. ○○印なたね油（製品名）→なたね油（一般名）

コンタミの有無とアレルギー物質は
必ず入力してください。

注意事項

原材料一般名/添加物物質名を「該当なし」にする
場合は必ず商品名を入力してください。

注意事項

「コンタミ」が該当する場合はプルダウンで「有」を選択し、アレルギー物質名を入力してください。
アレルギー物質が複数ある場合は「・（中黒）」で区切ってください。
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規格書作成における注意点③

①一括表示画像の内容と一括表示情報欄、アレルギー物質の内容に相違がないようにしてください。

②一括表示情報欄にある原材料・添加物は原材料情報欄にも必ず記載してください。
また、原産国名は原料原産地名の表示に対応して記載してください。

A

B

A＝Bである必要はありませんが、Aに記載の原材料・添加物はBに
記載されている必要があります。

一括表示情報、原材料詳細、アレルギー情報に
相違が無いことをチェックしてから提出してください。

「原産国/産地欄」を原料原産地名の表示と対応して、重量
順に入れておくと、実際の表示に反映しやすいです
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規格書作成における注意点④

③100gあたりの栄養成分を分析結果から記載する際に、
水分＋たんぱく質＋脂質＋炭水化物＋灰分＝100
にならない場合、いずれかの値に不備・転記ミスがある可能性があります。ご確認ください。

水分 たんぱく質 脂質 灰分
炭水化物

糖質 食物繊維

100

※このページに記載の内容は、提出先問わず、全規格書作成において注意すべきポイントです。

一括表示情報、原材料詳細、アレルギー情報に
相違が無いことをチェックしてから提出してください。
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規格書入力方法規
格
書
入
力
方
法
①

規
格
書
入
力
方
法
①

赤い必須マークは必須項目だよ！必ず入力してね

P.29 “名称”を参照

P.43 “消費／賞味期限”参照

P.44 “保存方法”参照
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P.45
“食品関連事業者および
製造所等の所在地”
参照
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③
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P.30～31
“原材料名”、
“添加物”参照

P.42 “内容量”参照

P.43 “消費期限/賞味期限”参照

P.34 “原料原産地名”参照

P.45
“食品関連事業者および
製造所等の所在地”
参照

P.42 “内容量”参照
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P.32 “アレルゲン”参照

規
格
書
入
力
方
法
⑤

規
格
書
入
力
方
法
⑤

P.47 “栄養成分表示”参照
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規
格
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入
力
必
須
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目
に
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て

入力必須項目について

項目の横に
システム上の必須項目です。
入力しないと規格書提出が行えません。
入力する情報がない場合は「ー」や「0」を入力してください。

背景色
得意先指定の必須項目です。
入力がない場合は再提出依頼を行う可能性がございます。
未入力でも規格書の提出は可能です。

背景色
得意先指定の条件付き必須項目です。
入力がない場合は再提出依頼を行う可能性がございます。
未入力でも規格書の提出は可能です。

必須

アラートについて

記入漏れ

ｱﾚﾙｷﾞｰ要確認

・・・ 得意先指定の必須項目に未入力があります。

・・・ アレルギー情報が間違っている可能性があります。

規
格
書
入
力
必
須
項
目
に
つ
い
て
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食品表示事項別の確認ポイント【共通】 ・・・・・・ P29

食品表示事項別の確認ポイント【食品分類別】 ・・・ P49

規格書
作成マニュアル
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名称について
・「名称」と「商品名」は異なります。
・「名称」は、その内容を表す一般的な名称を表示します。
・食品表示基準に、公正競争規約等に「食品」分類別に必要な表示事項が定め
られています。

入力時のポイント

① 「名称区分・名称」欄のプルダウンメニューより、
「名称」「品名」「種類別名称」「種類別」「品目」「種類」を選びます。
通常は「名称」ですが、食品によって異なります（例：乳製品は「種類別」）。

② 右欄に「一般的な名称」を入力します。

関連する参照規則一覧
食品表示基準、別表第三（個別加工食品等の定義）、別表第四（加工食品
の個別の表示方法）、別表第五（名称の使用が制限される加工食品） / 食品
表示基準について / 食品表示基準Q&A 名称関係 / 乳及び乳製品の成分規格
等に関する省令（「乳等省令」） / 公正競争規約 / 酒類の表示の基準等

食
品
表
示
事
項
別
の
確
認
ポ
イ
ン
ト
【
共
通
】
①

食
品
表
示
事
項
別
の
確
認
ポ
イ
ン
ト
【
共
通
】
①

名称
“その内容を表す一般的な名称を表示する。ただし、乳及び乳製品にあっては、この限りでない。
別表第五の上欄に掲げる食品以外のものにあっては、それぞれ同表の下欄に掲げる名称を表示してはならな
い。”
“ただし、別表第四の上欄に掲げる食品にあっては、同表の中欄に掲げる表示事項については、同表の下欄に
定める表示の方法に従い表示されなければならない。“（食品表示基準 第三条）

食品分類によっては使用が制限されている名称もあります！
（例「トマトジュース」等）
食品表示基準別表第四、第五など該当する基準を確認しましょう。
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原材料名

原材料名について
・原材料名と添加物は、区分して表示します。
・原材料に占める重量の割合の高いものから順に
その最も一般的な名称をもって表示します。
・食品表示基準、公正競争規約等に「食品」分類別に表示方法が定められています。

入力時のポイント

① 右欄（上部）に「原材料名」を入力します。（添加物は下部に入力します）

② 原材料名の欄に添加物を表示する場合は、原材料名の次に「／」の記号や改行
等により区分して入力します。

③ 「原料原産地」は、別途入力箇所があります。事項欄を設けて表示する場合
（原材料名欄に記載しない場合）は、別途入力してください。

関連する参照規則一覧 食品表示基準、別表第四（加工食品の個別の表示方法） / 食品表示基準につ
いて / 食品表示基準Q&A 原材料名関係 / 公正競争規約

食
品
表
示
事
項
別
の
確
認
ポ
イ
ン
ト
【
共
通
】
②

食
品
表
示
事
項
別
の
確
認
ポ
イ
ン
ト
【
共
通
】
②

原材料名欄では、原材料名のほかに
添加物、アレルゲン、遺伝子組換え、原料原産地名など
多くの確認事項があるので、各ページのポイントを参照しましょう。
また原材料名においては「複合原材料」等の表示規則もあるので
食品表示基準Q&Aなども参照する必要があります。

“原材料に占める重量の割合の高いものから順に、その最も一般的な名称をもって表示する。”“ただし、別表第
四の上欄に掲げる食品にあっては、同表の中欄に掲げる表示事項については、同表の下欄に定める表示の方法
に従い表示されなければならない。“（食品表示基準 第三条）
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添加物

添加物について

・含まれる添加物を重量割合の高い順に表示します。
・物質名での表示のほか、用途名の表示が必要な添加物や、
一括名で表示できる添加物があります。
・表示を省略できる添加物であっても、アレルゲンを含む場合にはアレルゲンの表示が必
要です。

入力時のポイント

① 右欄（下部）に「添加物」を入力します。半角文字（「V.C」等）の入力も可。

② 原材料名の欄に添加物を表示する場合は、原材料名の次に「／」等の記号
により区分して入力します。

③ 添加物の事項欄を設けている場合で、かつ、アレルゲンを一括表示にしている場合
は、アレルゲンの一括表示を原材料名と添加物名のそれぞれの末尾に入力します。
（例：「～～、（一部に〇〇・△△を含む」）

関連する参照規則一覧
食品表示基準、別表第四（加工食品の個別の表示方法）、別表第六（用途名
による表示が必要な添加物）、別表第七（一括名による表示が可能な添加物） / 
食品表示基準について、別添 添加物関係（「簡略名又は類別名一覧表」等） / 
食品表示基準Q&A 添加物関係 / 公正競争規約 / 食品、添加物等の規格基準

“添加物に占める重量の割合の高いものから順に、別表第六の上欄に掲げるものとして使用される添加物を含む
食品にあっては当該添加物の物質名及び同表の下欄に掲げる用途の表示を、それ以外の添加物を含む食品に
あっては当該添加物の物質名を表示する。“（食品表示基準 第三条）

加工助剤やキャリーオーバーなど表示の省略ができる添加物の入力は
不要ですが、原材料配合表を別途提出する場合には、
表示の省略ができる添加物であっても配合表には必ず入力しましょう。
また添加物については表示基準の確認とは別に、
「使用基準（使用できる食品や使用量等）」との適合性確認が必要です。
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アレルゲン

アレルゲンについて

・含まれるアレルゲンを、原則、原材料名の直後に括弧を付して表示します
（「個別表示」方式）。
・例外的に「一括表示」方式も認められますが、その場合は含まれるアレルゲンを
全て表示します。
・添加物には「～由来」と表示、接続は「・」と表示など、表示方法に関する規則が
多数あります。

入力時のポイント

① 「アレルギー物質」欄に、含まれるアレルゲンについてチェックします。「魚介類」
（例外規定として限定された6種の食品に限る）もチェック可能です。含まれない場
合は「アレルギー物質無し」にチェックをしてください。

② 「アレルゲンコンタミ注意喚起」欄は、該当の表示がある場合には「有」を選択し
ます。注意喚起表示の本文は自由入力のほか、定型文を登録し選択することも可
能です。

③ 「原材料名」右欄に、原材料名、添加物の直後に括弧を付して入力します。ま
た代替表記や拡大表記での表示も可能です。

関連する参照規則一覧
食品表示基準、別表第十四（特定原材料） / 食品表示基準について、別添
アレルゲン関係（「特定原材料等の範囲」等） / 食品表示基準Q&A、別添 アレ
ルゲンを含む食品に関する表示

2019年9月より、義務7品目（えび、かに、小麦、そば、卵、乳、落花生（ピ
ーナッツ））、推奨21品目（アーモンド、あわび、いか、いくら、オレンジ、カシュ
ーナッツ、キウイフルーツ、牛肉、くるみ、ごま、さけ、さば、大豆、鶏肉、バナナ、
豚肉、まつたけ、もも、やまいも、りんご、ゼラチン）の計28品目になりました。そ
のため「アーモンド」に関する記載のない規格書については、確認対象外のため
か、それとも「含まれない」と確認したためか、問い合わせる必要があります。
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遺伝子組み換え

遺伝子組換えについて

・表示の対象農産物（8作物）、対象食品（33品目）、対象形質
が定められています。
・表示の対象が、主な原材料（上位3位以内かつ5%以上）
であるか確認が必要です。
・不使用、分別、不分別など管理方法により、表示方法が変わります。

入力時のポイント

① 「原材料名」右欄に、原材料名の直後に括弧を付して入力します。

② 「原材料名」欄以外に「遺伝子組換えでない」旨を表示する場合は、
「商品特徴」への入力、もしくは「その他表示項目の編集」により入力します。

関連する参照規則一覧
食品表示基準、別表第十六（遺伝子組換え表示対象の農作物）、別表第十七
（遺伝子組換え表示対象の加工食品）、別表第十八（特定遺伝子組換え表示
対象の加工食品） / 食品表示基準について、別添 遺伝子組換え食品表示関
係 / 食品表示基準Q&A、別添 遺伝子組換え食品に関する事項

「遺伝子組換えでない」旨の表示は、2019年4月に
「混入がないと認められる対象農産物を原材料とする場合に限る」
と厳格化されています。経過措置期間は2023年3月末までです。
また輸入食品のうち遺伝子組換え原材料を使用している食品については、
上記関連参照規則のほかに「遺伝子組換え食品の安全性審査」
についても確認が必要となります。
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原料原産地名

原料原産地名について

・輸入食品を除くすべての加工食品について、重量割合上位1位の原材料が表示の
対象となります。
・表示の対象が生鮮食品であれば産地、中間加工食品であれば製造地を表示します。
・別表第十五に記載されている食品については個別の表示基準が定められています。
・東京都等の条例では、別表第三に該当しない調理冷凍食品についても表示基準が
定められています。

入力時のポイント

① 原材料名欄に表示する場合は、「原材料名」右欄に原材料名の直後に括弧を
付して入力します。

② 「原料原産地名」欄に、対象原材料名と合わせて入力します。

③ 「又は表示」の際の注意書き（使用実績もしくは使用計画）や、都道府県等の
条例による原料原産地表示は、「その他表示項目の編集」により入力します（ただし
米トレーサビリティ法および酒業法等により表示されている場合は、食品表示基準の原
料原産地表示規定は適用されません）。

関連する参照規則一覧
食品表示基準、別表第十五（個別食品の原料原産地表示基準） / 食品表示基
準について / 食品表示基準Q&A、別添 原料原産地表示(別表15の1～6)、別添
新たな原料原産地制度

2017年9月の食品表示基準改正により「新たな原料原産地表示制度」
が始まりました。経過措置期間は2022年3月末までです。
原則は「国別重量順表示（例：アメリカ、中国）」ですが、
「又は表示（例：アメリカ又は中国）」「大括り表示（例：輸入）」
などの表示も可能となります。その場合には表示の根拠資料を保管することが
必要となります。
また対象原材料が仕入れの中間加工品である場合で、
かつ国内製造と表示しようとする場合には、Q&Aの「国内製造とならない場合」
の要件に該当しないかを確認しておきましょう。

対象原材料（使用した原材料に占める重量の割合が最も高い原材料（酒類の表示の基準において原産地を
表示することとされている原材料及び指定米穀等（米穀及び別表第十五の１の（６）に掲げるもちを除く。）
の原材料である米穀を除く。）をいう。）の原産地を、原材料名に対応させて、次に定めるところにより表示する。
（食品表示基準 第三条）
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原材料配合表への
登録方法は大きく2種類

「規格書プレミアム」⇒「原材料情報」の画面です。
原材料一般名からの選択と、原材料マスタからの
選択と、大きく2種類の登録方法があります。
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原材料マスタへの
事前登録が便利です①

原材料マスタを
新規で追加

・「原材料マスタ」画面より、「原材料マスタを新規で追加する」をクリックします。

・種別より「原材料」「添加物」「部材」を選択すると、それぞれの種別にあった入
力欄が表示されます。
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原材料マスタへの
事前登録が便利です②

1次原材料の
入力のポイント

・1次原材料の「原材料一般名／添加物物質名」の欄には、実際に製品に表
示される名称を「一覧から選択」より選択します。該当する原材料の一般名称が
ない場合は、「該当なし」を選択のうえ「原材料商品名」に表示名を入力します。

・1次原材料には、必ず「原産国名」または「産地」を入力しておきましょう。登録
した原材料が、原料原産地表示の対象（重量割合上位1位）になる場合に、
確認が必要になるためです。
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原材料マスタへの
事前登録が便利です③

マスタ登録した原材料は、原材料配合表の画面の
「マスタ編集」からでも編集が可能です。原産地、
遺伝子組換えなど、必要な情報を登録しましょう。

2次原材料以降の
入力のポイント

2次原材料以降の原材料を入力する際には、必ず配合率を記入します。
この配合率によって、製品中の配合率が自動計算されるためです。

添加物について、加工助剤やキャリーオーバーに該当する場合は、「添加物チェッ
ク」の項目よりチェックをすると、原材料配合表にも反映されます。



39

食
品
表
示
事
項
別
の
確
認
ポ
イ
ン
ト
【
共
通
】

食
品
表
示
事
項
別
の
確
認
ポ
イ
ン
ト
【
共
通
】

原材料配合表について
注意すべきポイント
～適切な用語を使用する～

【Question】
原材料 ／ 添加物の名称はどのように記載すればいい？

「原材料一般名／添加物物質名」については選択式になっていますので
適切な用語（例：「食用植物油脂」等）をもって検索してください。
該当するものが見つからない場合は「原材料商品名／添加物商品名」
に、一般的な名称（例：「食用大豆油」）を入力してください。

「醸造酢」とか、「大豆油」とか名称で
気をつけるポイントってあるの？

食品表示基準などで定義が決められているかどうかの
確認が必要です。例えば「醸造酢」の用語などは、
食品表示基準内に定義がありますので、
「原材料一般名／添加物物質名」へ転記する際には、
定義の有無について確認しておきましょう。
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【Question】
配合表にどこまで入力する？

原材料配合表について
注意すべきポイント
～漏れなく入力する～

40

配合表に入力すべき情報は、食品表示を作成するうえで必要な情報と、
取引をするうえで必要な情報とに分けることができます。例えば表示対象原材
料以外の原産地名の入力は必須ではありませんが、重量順が変わる場合に
備えてあらかじめ入力しておくと確認作業がスムーズになりますので、必須以外
の情報についてもある程度余裕をもたせて入力しておくとよいでしょう。

社外秘等で記載が難しい場合もあると思いますが、用語の転記自体
がされていない場合は、間違いがあった場合に後で気付くことが難しくな
る点に注意が必要です。例えば使用原材料に含まれる添加物がキャ
リーオーバーや加工助剤等の理由で表示されない場合であっても、添
加物の不適合使用を防ぐためにも必要な情報ですので、
必ず配合表に入力するようにしましょう。

社外に見せたくない情報がある。
どうすればいいの？
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原材料配合表について
注意すべきポイント
～便利機能を過信しない～

【Question】
システムと正しく付き合うためには何が必要？

41

「原材料情報」の登録画面には、必須項目はありません。
しかしながらお客様に提出する情報ですので、“一括表示情報の内容が
適切であると確認できる情報”は必ず入力することが求められます。
適切であると確認できるだけの情報が揃っている規格書や、記載内容が食
品表示基準等の関連規則に従った用語を適切に使用していることが分かる
規格書は規格書の提出を受けたお客様の品質確認業務において「信頼で
きる規格書」と評価されやすくなります。

例えば「原材料一般名／添加物物質名」で“りんご果汁”を選
択すると、アレルギー物質の欄に自動で“りんご”が表示されます。
ただし「原材料商品名／添加物商品名」に入力した用語に対して
は対象外となりますので、「詳細」ボタンからアレルギー物質を登録
する必要があります。こうした便利な機能は規格書作成業務を効
率的に支援できますが、転記ミスを生まないためにも、
必ず目視で再点検しましょう。

インフォマートのシステムの場合、

一般名を選択するとアレルギーが選択される！
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内容量

内容量について

・内容量は、内容の質量（「g（グラム）」等）、体積（「ml（ミリリットル）」
等）、数量（「個」等）を表示します。
・「特定商品」には、質量もしくは体積の表示単位と、量目公差が定められていま
す。
・個別の食品により、固形量や内容総量の表示事項が定められているものがあり
ます。

入力時のポイント

① 「内容量」欄に入力します。単位もあわせて記載してください。

② 特定商品の場合は「〇〇g×〇個」ではなく、総量（「△△g」または
「△△g（〇〇g×〇個）」）を記載します。

③ 個別の表示事項が定められている食品（例：缶詰・瓶詰等）は、
「固形量」「内容総量」欄を入力します。

関連する参照規則一覧

食品表示基準、別表第四（加工食品個別の表示方法（内容量又は固形量
及び内容総量））、別表第十九（加工食品個別の表示方法（内容個数
等））、別表第二十（加工食品個別の表示様式および表示方法） / 食品
表示基準Q&A 内容量又は固形量及び内容総量関係 / 特定商品の販売に
係る計量に関する政令 / 公正競争規約

内容量は、「特定商品に該当するか」
「固形量や内容総量などの表示事項が個別に定められた食品に該当するか」
を確認のうえ表示しましょう。

特定商品の販売に係る計量に関する政令第五条に掲げる特定商品については、計量法の規定により表示する
こととし、それ以外の食品にあっては内容重量、内容体積又は内容数量を表示することとし、内容重量はグラム
又はキログラム、内容体積はミリリットル又はリットル、内容数量は個数等の単位で、単位を明記して表示する。
ただし、別表第四の上欄に掲げる食品にあっては、同表の中欄に掲げる表示事項については、同表の下欄に定
める表示の方法に従い表示されなければならない。（食品表示基準 第三条）
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消費期限/賞味期限

消費期限
/賞味期限について

・品質が急速に劣化しやすい食品は消費期限を表示します。
・品質が急速に劣化しやすい食品以外の食品は賞味期限を表示します。（3ヶ月を超
える場合は年月表示が可能）
・年月日の表示順など、いくつか表示方法の基準が定められています。

入力時のポイント

◆「企業情報」の「賞味・消費区分・製造日含め」は、企業間取引情報としてプルダウン
メニューの「賞味期限」「消費期限」「品質保証期限」「期限設定なし」等より選択のうえ、
右欄に日数を入力します。
◆「規格書包材情報（一括表示情報）」は、食品表示基準に従って入力します。

① 「期限区分・期限」欄のプルダウンメニューより、「賞味期限」「消費期限」「期限設定
なし」（期限表示を省略できる食品に該当する場合）を選びます。

② 右欄に「年月日」等を入力します。

関連する参照規則一覧 食品表示基準、別表第二十四（生鮮食品の個別の表示事項） / 食品表示基準に
ついて / 食品表示基準Q&A 消費期限又は賞味期限関係

「消費期限 令和元年５月21日」、「消費期限 01．05．21」、
「消費期限 19．５．21」のように表示します。
困難な場合は「消費期限 010521」と年、月、日をそれぞれ２桁
（西暦年の場合は４桁又は末尾２桁）
とする６桁又は８桁で表示することもできます。
ロット番号、工場記号、その他の記号を期限表示に併記する場合は、
期限表示が明らかに分かるように表示することが必要です。
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保存方法

保存方法について
・流通、家庭において可能な保存方法を表示します。
・開封後の取扱方法は、保存方法の表示事項ではなく、
一括表示枠外に表示します。
・流通段階で保存方法を変更する場合は、変更する者が変更後の保存方法を
表示します。

入力時のポイント

◆「規格書基本情報」の「保存温度帯」は、企業間取引情報としてプルダウンメ
ニューの「常温」「冷蔵」「冷凍」「常温（28℃以下）」「冷蔵（10℃以下）」
「冷凍（－18℃以下）」等より選びます。
◆「規格書包材情報（一括表示情報）」は食品表示基準に従って入力します。

① 「保存方法」欄に入力します。本文は自由入力のほか、定型文を登録し選
択することも可能です。

② 開封後の取扱方法を表示する場合は、「その他表示項目の編集」により入
力します。

関連する参照規則一覧
食品表示基準、別表第二十四（生鮮食品の個別の表示事項） / 食品表示
基準について / 食品表示基準Q&A 保存の方法関係 / 食品、添加物等の規
格基準

“食品の特性に従って表示する。ただし、食品衛生法第十三条第一項の規定により保存の方法の基準が
定められたものにあっては、その基準に従って表示する。“（食品表示基準 第三条）

食品衛生法において個別に保存基準が定められている品目もありますので、
「食品、添加物等の規格基準」を参照してください。
また流通段階において温度帯を変更するなど部分的に表示の変更を行う場合は
その表示事項について、変更した者が責任を負うことになります。
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食品関連事業者および製造所等の所在地

食品関連事業者および
製造所等の所在地について

・「製造者」「販売者」「輸入者」「加工者」のいずれかの事項名で名称と所在地
を表示します。
・正確には「食品関連事業者の氏名又は名称及び住所」と
「製造所又は加工所の所在地」です。
・場合によっては「販売者と製造所」、「製造者と加工所」等、複数の表示事項
が必要になります。

入力時のポイント

◆「企業情報」の「販売者/製造者/輸入者/加工者」は、企業間取引情報として入
力します。
◆「規格書包材情報（一括表示情報）」（P.21中段参照）は、食品表示基準に
従って入力します。

① 「販売者」「製造者」「輸入者」「加工者」の欄には、氏名又は名称と住所の両方
を入力します。製造所固有記号に関する表示をする際には、氏名又は名称と住所に
続けて入力（例：「製造所固有記号は〇〇に記載」等）します。製造所固有記号
の問い合わせ先や全ての製造所の所在地等を枠外に表示する場合は、「その他表示
項目の編集」により入力します。

② ①に加えて「製造所」「加工所」を表示する場合は、「製造所」「加工所」の欄に、
氏名又は名称と所在地の両方を入力します。
※①②とも、自由入力のほか、定型文を登録し選択することも可能です。

関連する参照規則一覧
食品表示基準 / 食品表示基準について / 食品表示基準Q&A 食品関連事業者
の氏名又は名称及び住所、製造所又は加工所の所在地及び製造者又は加工者の
氏名又は名称関係、別添 製造所固有記号

製造所又は加工所とは、最終的に衛生状態を変化させる製造又は加工を行
った場所の所在地を指します。食品表示基準Q&Aに、「製造」と「加工」の定
義や、具体的な行為（例：牛肉を焼く（製造）、カットする（加工）等）
について記載されています。
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その他食品別義務表示事項

その他食品別義務表示
事項について

・食品の分類等により、必要となる「表示事項」が変わります。
・必要となる表示事項は、食品表示基準（主に別表第十九）
に定められています。
・食品表示基準以外にも、食品の分類等により必要となる表示事項を
定めている規則があります。

入力時のポイント

① 「原産国名」 ・・・輸入品の場合
※インフォマートでは入力必須項目のため、国産の場合も記載
② 「調理方法」・・・乾めん類、マカロニ類等
③ 「使用上の注意」・・・トマト加工品、ジャム類等
④ 「使用方法」・・・調理冷凍食品、果実飲料等
⑤ 「殺菌方法」・・・食肉製品、魚肉ハム等
⑥ 「でん粉含有率」・・・プレスハム、魚肉ハム等
⑦ 「無脂乳固形分」・・・乳、乳製品等
⑧ 「乳脂肪分」・・・乳、乳製品等
⑨ 「凍結前加熱の有無」・・・冷凍食品のうち個別の基準に該当する場合
⑩ 「加熱調理の必要性」・・・冷凍食品、ゆでがに等
⑪ 「アルコール分」・・・酒類等

関連する参照規則一覧
食品表示基準、別表第十九（加工食品個別の表示事項の表示方法）
/ 食品表示基準について / 食品表示基準Q&A / 清酒の製法品質表示
基準、果実酒等の製法品質表示基準 / 各都道府県等の品質表示基準
/ 公正競争規約
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栄養成分表示

栄養成分表示について
・食品表示基準における「栄養成分」は、別表第九に掲載されています。
・別表第九にない成分を表示する場合は、栄養成分表示とは区別して
表示する必要があります。
・単位や最小表示（1の位、小数第1位等）も、
栄養成分ごとに定められています。

入力時のポイント

① 栄養成分情報は分析結果を元に入力します。「表示単位」は「表示単位
選択」のプルダウンメニューより「100gあたり」「100mlあたり」「1個あたり」等か
ら選ぶか「その他入力欄」に任意の単位を入力します。

② 入力欄にない成分（糖質、n-3系脂肪酸等）および別表第九にない成
分（ショ糖、コラーゲン等）は「その他栄養成分」の追加により入力します。

関連する参照規則一覧
食品表示基準、別表第九（栄養成分表示の対象成分等） / 食品表示基
準について、別添 栄養表示関係 / 食品表示基準Q&A 栄養成分（たんぱ
く質、脂質、炭水化物及びナトリウム）の量及び熱量関係 / 食品表示法に
基づく栄養成分表示のためのガイドライン

「栄養成分表示有無」について「無」を選択する場合は、栄養成分表示の省
略が認められている食品に該当するかをご確認ください。また推定値を表示する
場合（強調表示を使用しない場合）は括弧書きで入力します。その際「備考
欄」に「推定値」又は「この表示値は、目安です。」と入力します。
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使用している原材料や、含まれる成分について強調した表示をすることを、「強調表示」と呼びます。特に原材料、
原産地や製造地、栄養成分、添加物、遺伝子組換え等について強調する場合には、食品表示基準に定められた
規則に従う必要があります。味覚などの主観的な表示を除けば、何らかの制限があるといえるでしょう。
これらの強調表示は、提出する規格書自体への記載は必須ではありません。しかしながら、お客様が実際の商品
の容器包装に強調表示があることを確認した場合には提出された規格書を見ながら基準を満たしているかどうかを確
認されます。そのため、こうした強調表示を商品特徴欄に記載のうえ、その根拠となる情報を規格書に記載をしておく
ことが、お客様に安心していただけることにつながります。

栄養強調表示

・「低糖」「食物繊維入り」「カロリー25%オフ」等の表示は栄養成分の強調表示にあたります。
・強調表示が可能な要件として、
栄養成分ごとに100gあたり等での基準値が設定されています。
・栄養成分を強調表示する場合は、推定値による表示は認められていません。
・栄養強調表示をする場合は、「栄養成分表示有無」は必ず「有」を選択してください。
また栄養成分欄への推定値（括弧書き）の入力はしないようご注意ください。

特色のある原材料、
無添加・不使用、
表示禁止事項等

・特定の原産地名や“有機”など「原材料が特色のあるものである旨」を表示する場合は、
その割合を表示します。
・「砂糖不使用」「食塩無添加」や、添加物の「不使用・無添加」についても、
表示に必要な要件が定められています。
・食品個別の表示禁止事項は食品表示基準（主に別表第二十二）に定められています。

なお、横断的な表示禁止事項は、食品表示基準の各部門
（加工食品：第九、十四、十七、生鮮食品：第二十三、二十八、三十一、添加物：第
三十六、三十九条）に記載されています。

関連する参照規則一覧

食品表示基準、別表第九（栄養成分表示の対象成分等）、別表第十（栄養素等表
示基準値）、別表第十一（栄養機能食品の対象成分等）、別表第十二（強調表示
基準値（高い、含む、強化された旨））、別表第十三（強調表示基準値（含まない、低
い、低減された旨））、別表第二十二（加工食品の個別の表示禁止事項） / 食品表
示基準について、別添 栄養表示関係 / 食品表示基準Q&A 栄養成分（たんぱく質、脂
質、炭水化物及びナトリウム）の量及び熱量関係、特色のある原材料等に関する事項関
係、糖類を添加していない旨及びナトリウム塩を添加していない旨関係 / 公正競争規約 / 
食品表示法に基づく栄養成分表示のためのガイドライン

栄養強調表示
その他強調表示

（特色のある原材料、無添加、禁止事項等）
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冷凍フライ類、冷凍しゅうまい、冷凍ぎょうざ、冷凍春巻、冷凍ハンバーグステーキ、冷凍ミートボール、冷凍フィッシュハ
ンバーグ、冷凍フィッシュボール、冷凍米飯類、冷凍めん類

・「冷凍食品である旨」「加熱調理の必要性」の表示事項が必要です。
・条件により「凍結前加熱の有無」「皮の率」等を表示します。
・食品表示基準だけでなく、東京都等の条例も参照する必要があります。

入力のポイント

◆「規格書包材情報（一括表示情報）」の該当欄により入力します。
（★該当する場合）
① 名称、原材料名、添加物、内容量等の必須項目
・名称…一般的な名称の例示があります（別表第四 調理冷凍食品）
・原材料名…定められた区分（ソース以外、ソース、揚げ油等）による表示方法があります
（同上）
・添加物…調味料、やくみを添付する場合等の表示方法があります（同上）

栄養強化目的の表示の省略はできません（同上）
・内容量…内容重量及びソースを除いた固形量の表示が必要です（同上）
② 使用方法（別表第十九 冷凍食品）
③ 加熱調理の必要性（同上）
④ 凍結前加熱の有無（同上）★
⑤ 原料原産地名（東京都等の条例）★

◆「その他表示項目の編集」により入力します。（★該当する場合）
⑥ 冷凍食品である旨（食品表示基準について）
⑦ 生食用であるかないかの別（切り身又はむき身にした魚介類）（別表第十九 冷凍食
品）★
⑧ 衣の率、皮の率（別表第十九 調理冷凍食品）★
⑨ 内容個数（同上）★
⑩ 食用油脂で揚げた後、凍結し、容器包装に入れた旨（同上）★
⑪ ソースを加えた旨又はソースで煮込んだ旨（同上）★
⑫ 食肉の含有率、魚肉の含有率（同上）★

関連する
参照規則一覧

＜個別の定義＞食品表示基準別表第三 （加工食品個別の定義）
＜個別の表示事項＞食品表示基準別表第十九（加工食品個別の表示事項の表示方法）
＜個別の表示方法＞食品表示基準別表第四（加工食品個別の表示方法）
＜個別の禁止事項＞食品表示基準別表第二十二（加工食品個別の表示禁止事項）
＜個別の関連規則＞東京都消費生活条例 調理冷凍食品品質表示実施要領 等

調理冷凍食品（別表第三に該当するもの）
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プレスハム、混合プレスハム、ソーセージ及び混合ソーセージ

プレスハム、混合プレスハム、ソーセージ（ボロニアソーセージ、フランクフルトソーセージ、ウインナーソーセージ、リオナソーセージ、レ
バーソーセージ、レバーペースト、クックドソーセージ、セミドライソーセージ、ドライソーセージ、ソフトサラミソーセージ、サラミソーセージ、
加圧加熱ソーセージ、無塩せきソーセージ）、混合ソーセージ（混合ソーセージ、加圧加熱混合ソーセージ）

・ブロック、スライス又はその他の形状に切断して包装したものは、名称の次に括弧を付して記載します。
・原材料名をいくつかの区分（肉塊、つなぎ…等）に分けて表示します。
・『食肉製品』の横断的な基準も参照が必要です。（「加熱食肉製品」等の表示のため）

入力のポイント

◆「規格書包材情報（一括表示情報）」の該当欄により入力します。
（★該当する場合）
① 名称、原材料名、添加物、内容量等の必須項目
・名称…名称の次に括弧を付して形状を記載します（別表第四 プレスハム等）
・原材料名…定められた区分（肉塊、つなぎ…等）により表示します（同上）
・添加物…栄養強化目的の表示の省略はできません（同上）
② でん粉含有率
（別表第十九プレスハム、混合プレスハム、ソーセージ及び混合ソーセージ）★

③ 殺菌方法（別表第十九 食肉製品）★

◆「その他表示項目の編集」により入力します。（★該当する場合）
④ 乾燥食肉製品である旨（別表第十九 食肉製品）★
⑤ 非加熱食肉製品である旨、水素イオン指数及び水分活性（同上）★
⑥ 特定加熱食肉製品である旨、水分活性（同上）★
⑦ 加熱食肉製品である旨（同上）★
⑧ 容器包装後加熱殺菌か、加熱殺菌後容器包装かの別（同上）★

◆その他注意点

・食品衛生法において保存基準が定められています。
・別表第三のハム類の定義に該当しない食品への、「骨付きハム」、「ボンレスハム」、
「ロースハム」、「ショルダーハム」、「ベリーハム」、「ラックスハム」等の用語
（紛らわしい用語含む）の使用は禁止されています。
・「特級」、「上級」又は「標準」の用語と紛らわしい用語や、でん粉等の結着材料を使用したも
のについて、原材料の全てが食肉であるかのように誤認させる用語は禁止されています。
・また公正競争規約では、「天然」「自然」などの表示禁止規定のほか、特定の品種等を使用
している旨の表示（複数の原料肉を使用している場合）に関する規則などが多数あります。

関連する
参照規則一覧

＜個別の定義＞食品表示基準別表第三 （加工食品個別の定義）、
別表第五（名称の使用が制限される加工食品）

＜個別の表示事項＞食品表示基準別表第十九
（加工食品個別の表示事項の表示方法）

＜個別の表示方法＞食品表示基準別表第四（加工食品個別の表示方法）、
別表第二十（加工食品個別の表示様式および表示方法）

＜個別の禁止事項＞食品表示基準別表第二十二（加工食品個別の表示禁止事項）

＜個別の関連規則＞ハム・ソーセージ類の表示に関する公正競争規約



51

食
品
表
示
事
項
別
の
確
認
ポ
イ
ン
ト
【
食
品
分
類
】
③

食
品
表
示
事
項
別
の
確
認
ポ
イ
ン
ト
【
食
品
分
類
】
③

ドレッシング及びドレッシングタイプ調味料

マヨネーズ、サラダクリーミードレッシング、半固体状ドレッシング、乳化液状ドレッシング、分離液状ドレッシング、ドレッシ
ングタイプ調味料、サラダ用調味料

・使用原材料や性状、粘度により名称が異なります。
・名称により質量（g等）と体積（ml等）と、内容量の表示方法が異なります。
・脂質3g/100g以上のドレッシングタイプ調味料は、「ノンオイルドレッシング」と表示できません。

入力のポイント

◆「規格書包材情報（一括表示情報）」の該当欄により入力します。（★該当する場合）
① 名称、原材料名、添加物、内容量等の必須項目
・名称…定義に従った名称を表示します
（別表第十九 ドレッシング及びドレッシングタイプ調味料）
・原材料名…「食用植物油脂」等、表示方法があります（同上）
・内容量…半固体状は質量を、乳化液状、分離液状は体積を表示します（同上）

◆「その他表示項目の編集」により入力が必要なものはありません。

◆その他注意点

・ドレッシングタイプ調味料およびサラダ用調味料には、「ドレッシング」、「マヨネーズ」等ドレッシン
グと誤認させる用語の表示が禁止されています。ただし、製品100g中の脂質量が3g未満のも
のに「ノンオイルドレッシング」と表示することは可能です（別表第十三に備考として記載あり）。
・また公正競争規約では、原材料名での「黒酢」等の用語を使用する場合は、食品表示基準
に規定する「米黒酢」又は「大麦黒酢」の基準を満たすこと、「マヨネーズタイプ」「ドレッシングタイ
プ」と表示する場合の「タイプ」の文字の大きさに基準があるなど、表示禁止事項に関する規則
が多数あります。

関連する
参照規則一覧

＜個別の定義＞食品表示基準別表第三 （加工食品個別の定義）、
別表第五（名称の使用が制限される加工食品）

＜個別の表示事項＞－
＜個別の表示方法＞食品表示基準別表第四（加工食品個別の表示方法）
＜個別の禁止事項＞食品表示基準別表第二十二（加工食品個別の表示禁止事項）
＜個別の関連規則＞ドレッシング類の表示に関する公正競争規約
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お問い合わせ先

※繋がらない場合はお問い合わせフォームからお問い合わせください。
※画面下部に記載のお客様番号をご確認の上お問い合わせください。

【ディスクリプションに関するお問い合わせ】
株式会社インフォマート
カスタマーサクセス部
TEL 03-5776-1500

【規格書に関するお問い合わせ】
●●
品質保証部 ▲▲ ▲▲
TEL 03-0000-0000
メールアドレス zzzzz@xxx.co.jp

【操作に関するお問い合わせ】
株式会社インフォマート
カスタマーセンター
TEL 0120-935-235（規格書専用ダイヤル）
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